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大学における実証事業の結果概要
●省エネ効果の事例

実験装置の省エネの必要性

① アーク溶融炉
実験開始に合わせた予熱運転時間の
短縮(10時間→6時間)により、
9,700円/年・台(650kWh)の節約
(約27%の改善)

② 大型乾燥機
温度設定の見直し(100℃→80℃)
により、
23,000円/年・台(1,500kWh)の節約
(約35%の改善)

③ 透過電子顕微鏡
真空ポンプの運転見直し(附属装置の
フィルム乾燥機を間欠運転)により、
20,000円/年・台(1,400kWh)の節約
(約50％の改善）

④ ドラフトチャンバー
扉の開閉に合わせたファンのインバーター
制御により、
33,000円/年・台(2,200kWh)の節約
(約36%の改善)

本実証結果を仮に、大阪府立大学の同種の実験装置全てにあてはめて試算した場合、年間で約
330万円(218,000kWh）の削減が見込まれる。(実験装置の電気使用量の約4.4％の改善）
注：一部の実験装置の検証により得られた結果であるため、必ずしもこれだけの改善効果が得られるとは限らない。

効果が高い実験装置の省エネ

エネルギー価格の高騰

地球温暖化
電力需給のひっ迫 など

社会を取り巻く課題

大学における更なる省エネルギー
対策の推進が必要

② 大型乾燥機

③ 透過電子顕微鏡

④ ドラフトチャンバー

① アーク溶融炉

省エネ法の改正

高い省エネ効果

大学における省エネ
これまで
空調・照明などの
建築設備
(エネルギー使用割
合が高い)

加えて
実験装置
(大学によっては全
エネルギーの3割)

●運転方法の見直し
●装置の更新・改修



今後の実験装置における省エネルギー対策の留意事項
体制の整備

トップマネジメントと教員との連携強化
教員と事務職員が一体となった推進組織の設置
大学のエネルギーの使用状況と経営に与える影響に関する情報の公表
教員に対する意識啓発と学生に対する指導

インセンティブを与える仕組みの構築
省エネルギーに取り組んだ効果を利用者が実感できる制度の創設
削減された光熱費を更なる省エネルギー対策に活用

実験装置のエネルギー使用状況の把握・分析
エネルギー使用量の計測記録と定期的な検証の実施
データに基づいた運用方法の改善

運用管理の最適化

運用管理の最適化(運転時間や温度設定等)と使用方法等のマニュアル
の整備
実験装置の共同利用・集約化の検討
研究に支障を及ぼさない省エネ対策の実施と安全の確保

省エネルギー性能の高い実験装置の採用

省エネルギー性能の高い機器や制御システムの情報収集と採用
設置に当たっての使用者、調達担当者、建築設備担当者間情報共有
実験装置の製造者との意見交換

実験装置の省エネルギー対策の課題

エネルギー使用状況の現状把握・分析の不足
省エネルギーに対する使用者等の認識の不足
実験装置の使用者と発注担当者間の情報共有の不足
実験装置の運用に関する情報共有の不足
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大学等における省エネルギー対策事例集 実験装置編（平成24年3月） ～抄～


